
昨年9月に発生した胆振東部地震
の被災地の復旧・復興に向けた
主な取り組みを紹介します。

復旧・復興レポート

　2019年度内に全線開通予定の深川・留萌自動車道。そ
の開通に向けたカウントダウンキャンペーンの目玉企画
「デジタルスタンプラリー」は、留萌管内の道の駅や飲食
店などが会場となり、そこにあるQRコードをスマホなど
で読み取るだけで参加できます。さらに会場では「ご当地
キャラカード」も配布中。このほか、みんなで歩く開通直
前お披露目イベントも開催予定です。ぜひご参加ください。

深川・留萌自動車道全線開通
カウントダウンキャンペーン2019実施中！

特産品が当たる！
空知スタンプラリー2019

そらち・デ・ビュー 検索

北海道みんなの日 検索

　覚醒剤や大麻など薬物の乱用は自分
の将来を台無しにするだけではなく、家
族や恋人など大切な人も不幸にします。
　もし、薬物の使用を誘われたら、まず
はきっぱりと断ることが何より大事です。
断りづらくなったときには、とにかくそ
の場を離れましょう。
　大麻に関する正しい情報をお知らせす
る警察庁のサイトがオープンしました。ぜ
ひご覧ください。

スタンプラリー
専用サイト

詳しくはホームページで！

道みんの日チラシ

消費者庁イラスト集より 空知総合振興局

留萌振興局

冊子「もっと知りたい！
統合型リゾート（ＩＲ）」を
作成しました

７月１７日は
「北海道みんなの日」

　最近、ＩＲ（統合型リゾート）という言
葉を新聞やテレビでよく耳にしますが、
「そもそもＩＲって何？」という疑問を持っ
ている人、また、「ＩＲ＝カジノ」といった
認識から、不安を抱いている人もいるの
ではないでしょうか。
　現在、道では、ＩＲの誘致について検討
していますが、この機会に、道民の皆さん
にもＩＲについての理解を深めてもらうこ
とが大切と考え、Ｑ＆Ａ形式の啓発冊子
「もっと知りたい！統合型リゾート（ＩＲ）」
を作成しました。
　冊子は道観光局のホームページに掲載
していますので、ぜひご覧ください。

薬物、ダメ。ゼッタイ。

薬物乱用を防止しよう

後期高齢者医療制度の
保険料軽減特例が
見直されます
　世代間の公平の観点から、今年度、後
期高齢者医療保険料の均等割の軽減率
が見直され、これまで保険料均等割が９
割減だった方は、８割減に変わります。
順次お住まいの市町村から保険料決定
通知書を発送しています。ご不明の点は
各市町村、北海道後期高齢者医療広域
連合にお問い合わせください。

■臨時会の概要
　議長と副議長の選挙、特別委員会の
設置、議会運営委員会・常任委員会・特
別委員会の委員選任が行われました。

■主な議決の状況
◎知事提出案件　4件
●条例案1件　北海道税条例の一部を改
　正する条例案　　　　　　　　　
●その他3件　北海道副知事の選任につ
　き同意を求める件　など
◎議員提出案件　8件
●決議案8件　「日露両国における友好
　交流の一層の推進と相互の信頼関係
　に基づく外交交渉の推進に関する決
　議」　など

■定例会の概要
　本年は、知事及び道議会議員の改選期
にあたることから、知事から道政運営の
基本となる経費を中心に、いわゆる骨格
予算として編成された平成31年度予算
並びに平成30年度補正予算等の案件
106件の提案があり、議決されました。
　また、道議会議員の定数変更に伴う文
教委員会の定数変更（12→11人）に関す
る条例案1件や、規則案1件、意見案2件
について、原案のとおり可決されました。
■主な議決の状況
◎知事提出案件　106件
●予算案34件/条例案58件/その他14件
◎議員提出案件　4件
●条例案1件/規則案1件/意見案2件
　「精神障がい者も含めた医療制度の創
　設を求める意見書」　など

▶議会事務局政策調査課 　(011)204-5691
クイズの答え：ウポポイ（民族共生象徴空間）のロゴマーク。詳しくは、特集をご覧ください。

●記録：品名、産地、数量、年月日、取
引先名、搬出入の場所など

●伝達：事業者間及び一般消費者への
産地情報

留萌

空知

▶道警本部薬物銃器対策課　 (011)251-0110

▶道庁政策局参事 　(011)204-5106

北海道　統合型リゾート 検索

道民の森 検索

▶道庁観光局 　(011)204-5305

農林水産省　米トレーサビリティ法 検索

道庁　米トレーサビリティ法 検索

▶道庁農産振興課 　(011)204-5982

▶地域政策課 　(0164) 42-8421

　訪問販売や電話勧誘、マルチ商法など
で強引な勧誘を受ける悪質商法や架空
請求詐欺、インターネットの通信販売な
どによる「消費者
トラブル」が増加
しています。特に、
若者や高齢者は
注意が必要です。
　勧誘を受けても
必要のないときは、
はっきりと断わり
ましょう。困ったと
きや不安なときは、
一人で悩まずすぐにご相談ください。

消費者トラブルにご注意を

▶道立消費生活センター 　(050)7505-0999
▶消費者ホットライン 　188（全国共通）

▶北海道後期高齢者医療広域連合
　（011）290-5601

　農産物やワイン、お酒などの生産が盛
んな空知では、現在、管内全24市町を巡
る「空知スタンプラリー2019」を10月31

日まで開催中。専用サイト「そらち・デ・ビュー」からダウンロード・印刷した台紙に、
道の駅など対象施設24カ所すべてのスタンプを
集めて応募すると、24名様に15,000円相当の特
産品が当たります。この機会に空知を巡って、とっ
ておきのおいしさを当ててください。

▶地域政策課 　(0126)20-0036

携帯サイト
木工・クラフトづくり

　「道民の森」（当別町・月形町）では、森
林学習センターやコテージなどの宿泊
施設、キャンプ場、木工芸館などを備え、
森林散策やバーベキュー、木工・陶芸・ク
ラフトづくりなどが楽しめます。
　夏休みの思い出づくりや自由研究な
どに、ぜひお越しく
ださい。詳しくは
ホームページ、また
は電話でお問い合
わせください。

「道民の森」へ遊びに行こう

▶指定管理者：
（一財）北海道森林整備公社道民の森管理事務所
   （0133）22-3911

2018年度
9割軽減

（月平均417円納付）

保険料の納付額（1割）

2019年度
8割軽減

（月平均833円納付）

保険料の納付額（2割）

■新たな「道の駅」が誕生!
　安平町に「道の駅あびらＤ51ステーション」がオープン。Ｄ51型
蒸気機関車の展示や直売所などの施設が備わっています。

■「むかわ竜」のレプリカが完成！
　むかわ町では、「むかわ竜」（穂別産）のレプリカ（全身復元骨格）を
製作。東京で開催中の「恐竜博2019」（10/14まで）で展示しています。

　松浦武四郎が明治政府に「北加伊道」
という名称を提案した７月１７日は、「北海
道みんなの日」（愛称：道みんの日）です。
　北海道に暮らす皆さんが、本道のこれ
までの歴史や文化、風土を見つめ直し、
価値を再認識して、より豊かな北海道を
築いていくこと、また、道外から本道を
訪れる人、北海道にゆかりのある人に、
本道の魅力を発信する機会となること
を目的に制定されたものです。
　「北海道みんなの日」には、道内各地
の道立施設な
どで、常設展示
の観覧料や入
場料などが無
料や割引にな
るほか、各種記
念イベントなど
も開催されま
す。ぜひお越し
ください。

米トレーサビリティ法を
ご存じですか
　「米トレーサビリティ法」では、米や米
加工品で食品事故などの問題が発生し
た場合などに、流通ルートを速やかに特
定するため、取引などの記録の作成・保
存や、産地情報の伝達を事業者に義務
付けています。

　米トレーサビリティ法の情報は、下記
ホームページをご覧ください。※7月17日の前後に実施、

　開催されるものもあります。
　詳しくはこちらをご覧ください。

よくばりスタンプラリー 検索

胆振東部地震　ロードマップ 検索

北 海 道 議 会 検索

　質問などの詳細は、冊子「北海道議会時
報」でもご覧いただけます。各振興局等での
閲覧のほか希望者への配布もしますので、
下記電話番号にご連絡ください。

　議会中継・録画、議会の日程、会議録、傍聴・
見学案内、議会時報などをご覧いただけます。

～ホームページをご覧ください～

令和元年第1回臨時会(5/16～22)令和元年第1回臨時会(5/16～22)令和元年第1回臨時会(5/16～22)令和元年第1回臨時会(5/16～22)

平成31年第1回定例会(2/15～3/6)平成31年第1回定例会(2/15～3/6)平成31年第1回定例会(2/15～3/6)平成31年第1回定例会(2/15～3/6)

▶道庁胆振東部地震災害復興支援室 　(011)204-5795

被災地での復興のシンボルや拠点づくりが活発

議長
村田 憲俊

副議長
高橋 亨

☆議長に後志地域選出の村田憲俊議
　員（自民党・道民会議）、副議長に函館
　市選出の高橋亨議員（民主・道民連
　合）が選ばれました。
☆委員会名簿は議会ホー
　ムページにて公開して
　おります。

携帯サイト

復旧・復興に向けた道の取り組みや進捗はこちら ※ロードマップは毎月更新。　

大麻対策のためのポータルサイト 検索

道議会図書室＆道立図書館連携展示
年表で
ふりかえる

「道みんの日」にちなみ、道議会の歴史を
年表や写真で紹介！北海道に関連する
書籍も展示しています。

道議会の歩み

●展示期間  7月３１日まで(平日のみ)
●展示時間  8：45～17：30

アイヌの歴史や文化への理解を深め、多様な文化が息づく北海道を実現していきましょう。   

　古くからアイヌ民族のコタン（集落）があったこ
とで知られる白老町ポロト湖畔に、2020年4月24
日、アイヌ文化の復興などに関するナショナルセン
ター「ウポポイ（民族共生象徴空間）」が誕生しま
す。ウポポイは、アイヌの歴史や文化について多く
の皆さんに幅広く理解を深めてもらい、アイヌ文化
の復興と発展につなげるための拠点です。

　アイヌの人々は、独自の言語や文化を持つわが
国の先住民族です。
　政府は、衆参両院による「アイヌ民族を先住民
族とすることを求める決議（平成20年）」および
「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会報告
（平成21年）」を踏まえ、内閣官房長官が座長を務
めるアイヌ政策推進会議のもと、アイヌの人々の
意見を聴きながら、アイヌ政策を推進しています。
　こうした背景を踏まえて誕生する「ウポポイ」
は、わが国が将来に向けて、先住民族の尊厳を
尊重し、差別のない多様で豊かな文化を持つ活

力ある社会を築いていくための象徴として整備
されるものです。
　白老町にあるウポポイには、アイヌの歴史や文
化をさまざまな視点からわかりやすく紹介する
「国立アイヌ民族博物館」と、アイヌ文化を五感
で体感できる「国立民族共生公園」のほか、ポロ
ト湖東側の高台に「慰霊施設」が整備されます。
　道ではウポポイへ多くの方々にお越しいただ
くため、道内外でPRイベントを実施しています。
また、ウポポイの開設により大きな経済効果が
期待されており、さらなる道内経済の活性化を
図るため、行政や経済団体、企業などで構成す
る「民族共生象徴空
間交流促進官民応援
ネットワーク」では、
機運の醸成に向けた
さまざまな取り組み
が行われています。

アイヌが歩む。アイヌと歩む。
ウポポイ（民族共生象徴空間）が
2020年4月24日、白老町にオープン。

ウポポイの主な施設

昨年、道内外で開催したPRイベント

　先住民族アイヌを主題とした日本初の国立博物館で
す。国内外にアイヌの歴史・文化等に関する正しい認識
と理解を広め、新たなアイヌ文化の創造と発展に寄与す
るための施設です。伝統的なアイヌ文化だけでなく、現
代に息づく多様なアイヌ文化とそれに関わる人々をさ
まざまな視点から紹介します。言葉や暮らし、歴史など
6つのテーマ展示と、それらの代表的な資料を一堂に

集めた「プラザ展示」、
体験キットなどを使っ
てアイヌ文化を体感
的に学ぶことができ
る「子ども展示」など
から構成されます。国立アイヌ民族博物館（完成予想図）提供：文化庁

国立アイヌ民族博物館

　アイヌ古式舞踊の公演や多様な体験プログラムを
通じて、アイヌ文化を体感することができるフィールド
ミュージアムです。この施設では、食材の加工や調理体
験などを通じて、アイヌの食文化の奥深さを味わうこ
とができるほか、アイヌが伝承してきた木彫りや刺
しゅうによる文様の製作体験、アイヌの子どもたちが
楽しんだ遊びを体験することができます。また、公園内

の原始性に富んだ豊か
な植生を通じてアイヌ
の自然観に触れるな
ど、先住民族アイヌの
文化を五感で感じるこ
とができます。

国立民族共生公園

【特集】未来へつなごう！アイヌ文化
▶特集に関するお問い合わせ
　道庁アイヌ政策課
　　（011）204-5185

アイヌ古式舞踊

ウポポイ 検索

ウポポイ（完成予想図）提供：文化庁

アイヌの伝統芸能とチセ（家）のイメージ写真

公益財団法人
アイヌ民族文化財団
民族共生象徴空間運営本部
博物館運営準備室
学芸主査

八幡　巴絵さん

五感をフルに使って
アイヌ文化を体感してみませんか。

●アイヌ民族への理解を深めるために●大学が保管するアイヌ遺骨等の
　出土地域への返還手続を実施中です 　道では、道民の皆さんにアイヌ文化への理

解を深めていただくための小冊子「アイヌ民族
を理解するために」を作成し、希望者に配布し

ています（送料は着
払いとなります）。
　また、下のQRコー
ドにアクセスすると、
ダウンロードができ
ます。身近な学びの
きっかけにお役立て
ください。 携帯サイト

国立アイヌ民族博物館
体験交流ホール

芝生広場

エントランス棟

チキサニ広場

伝統的コタン

工房

▶お問い合わせ
文部科学省アイヌ遺骨等地域返還連絡室
札幌市中央区北1条西2丁目11-1　23山京ビル902
　（011）330-8314・8315　FAX（011）330-8316
Eメール：chiikihenkan@mext.go.jp

文部科学省　アイヌ遺骨　返還 検索
※手続の詳細については、文部科学省ホームページをご覧ください。

　文部科学省では、大学が保管するアイヌの
人々のご遺骨等を発掘・発見された地域へ返還
するため、札幌市に「アイヌ遺骨等地域返還連
絡室」を開設し、アイヌ関係団体が返還を希望
する場合の手続を郵送、Eメール、ファクスなど
により受け付けています。

　皆さん、イランカラプテ！ 私は、ウポポイの中の国立アイヌ
民族博物館の運営準備を担当しています。これまでは、アイヌ
の伝統的な歌や踊りも伝えられる学芸員として、アイヌ文化の普及活動に取り組んできました。
現在は、博物館内のアイヌ民族資料の保存・管理と、道内の博物館の資料調査を主な業務としており、
アイヌの歴史や文化をより深く知るほど、毎日のように新たな学びや発見があります。
　世代や国籍に関係なく、皆さんの五感をフルに使って「アイヌ」を知っていただきたいという思いの
もと、2020年の開設に向けて準備を進めています。アイヌの歴史や文化に関してさまざまな分野を取り
上げるので、ウポポイへ来てくださる方たちの興味・関心を引くものが必ずあるはずです。
　皆さんと一緒にアイヌ文化を体感し、共に創り上げていくような“成長型空間”を目指して、多くの方々
に愛される施設にしていきたいと思っています。ぜひ、ウポポイへお越しください。

申請受付期間：2019年4月26日～10月25日

※イランカラプテ／
　アイヌ語の「こんにちは」

※

アイヌ民族を理解するために 検索

　この施設をより身近に親
しんでもらうため、アイヌ語
で「（おおぜいで）歌うこと」
を意味する愛称「ウポポイ」
が昨年、全国投票で選ば
れ、あわせてロゴマークも
公表されました。

い ぶり

でごいち

じ しん

ひ

ほ

ちゅう ちょうけい ぼう

へん

ふく

れん

しょせき

けい

こう

むら

しりべし

にち

もと こうしょう

ろ

そう しん らいご

たかた はし とおるのり とし

だてはこ

きょう

あ びら

りゅうはく

べつ

さか

ひ ろ め

き かく

おう ぼ

めぐ

さい

りゅう

じょうきょう

じゅう

しんこう

き

や はた とも え

しょう

しら おい

ちょう

い りょう

ふっ

ふか がわ

きゅう

へん かん て つづき

ふっ

みな はば

きょ

こん

ふ かん ぼう

き

そん げん

だん

まつ ほっ か い どううら

めい

おとず

み りょく

しょう

たけ

はん

せい

こう

なや

れい

さ ぎきゅう

ばい かん ゆう

か

いだ

ざい たい ませいかく

こい

さそ

はな

すみ

はん

およ いっぱん

しゅつにゅう

びと

ゆう

けい

けい

とう べつ つきがた

しゅくはく

げいとう

さい

はつ

ち

くう

し ろう

てん

こう

こ はん

しょうかい

しば ふ

い れい し せつ

こ

じっ

しきにん

よう

おど ふ

こく

みな

つく

せき

はっ

れん

らく

しんせい うけ つけ

くつ

きゅう

ぶ

き ぼ し

ふ

よき

かか

はか

おう えん

じょうせい

き ぎょう

し

かいさい

くわ

しん こうしんちょく

しょう

けいたい

さい

こうえき

し

がいよう

えん

えつらん

ちそら

もいる

あいしょう

こう

とう

ぼう




